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抄　録：「ふくいぶき」は, 1988 年にダイズモザイクウイルス抵抗性, ダイズシストセンチュウ抵抗性,
および強茎化を目標に, 「東北 96 号」を母に, 「デワムスメ」を父として人工交配を行い, 以後, 選抜・
固定を図り, 育成した品種である。本品種はダイズモザイクウイルス抵抗性（A, B, C, D 各系統）とダ
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Abstract ： A new soybean ［Glycine max（L.）Merr.］cultivar called “Fukuibuki”， registered as
“Soybean Norin 122”, was developed in 2002 at the National Agricultural Research Center for
Tohoku Region . 
This cultivar is a cross of “Tohoku 96”and“Dewamusume”, selected for resistance to both
Soybean Mosaic Virus（SMV）and Soybean Cyst Nematode（SCN， Heterodera glycines Ichinohe）,
with high lodging resistance. It is classified in group Ⅲ in terms of days to maturity.“Fukuibuki”
features purple flowers， gray pubescence， and broad leaflets and brown pods at maturity. It has a
medium stem height with determinate growth. It is resistant to SCN and SMV（strains A, B, C, D）.
It shows good productivity both upland and in drained paddy field. The seeds of“Fukuibuki”are
medium large， dull whitish yellow with yellow hila. The protein content of “Fukuibuki” is similar
to that of“Suzuyutaka”. It has good suitability for Tofu processing and a higher isoflavone content
than“Suzuyutaka”. It would show good productivity in southern parts of the Tohoku district and in
the Hokuriku district.“Fukuibuki”was released in 2002 as a recommended new cultivar in
Fukushima prefecture.
Key Words ： Glycine， High yield， isoflavone content， New cultivar， Soybean， Soybean cyst
nematode resistance， Soybean mosaic virus resistance， Tofu processing suitability
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1994 年に「刈系 523 号」として, 生産力検定予備
試験, 系統適応性検定試験および特性検定試験等に




































1988 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
交配 Ｆ1 Ｆ2 Ｆ3 Ｆ4 Ｆ5 Ｆ6 Ｆ7 Ｆ8 Ｆ9 Ｆ10 Ｆ11 Ｆ12 Ｆ13 Ｆ14
系統群数 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1
系統数 20 10 10 5 5 5 5 5 5 7 7
個体数 106花 16 400 930 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25 ×25
系統数 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1
個体数 14莢 13 20 2 10 5 5 5 5 5 5 7 7 7












平均値 平均値 平均値 平均値
品種名 系統間 個体間 系統間 個体間 系統間 個体間 系統間 個体間
(cm) (節) (本) (g)
ふくいぶき 56.4 4.6 5.8 14.9 2.8 5.9 5.4 4.9 11.6 24.9 3.5 3.8
スズカリ 55.3 3.4 5.0 14.5 4.0 4.8 4.4 7.7 18.6 25.7 3.6 4.8














注．１．試験は 2000 年に栽植様式が畦幅 75 ㎝, 株間 12 ㎝, １株１本立で実施。
２．ふくいぶきは６系統, スズカリは７系統について各 16 個体を調査し, 系統の平均値間ならびに系統内の個体間変動係数を求めた。
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ふくいぶき 紫 円葉 紫 中 直 白 中 中 中 有限 褐 中の大 球 弱 黄 黄白 黄
スズユタカ 紫* 円葉* 紫* 中* 直* 白* 中* 中* 中* 有限* 暗褐* 中  扁球* 弱* 黄* 黄白* 黄*
タチナガハ 紫 長葉* 紫 中 直 白 中 中* 中 有限 褐 大* 球 中* 黄 　黄 黄















































Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ふくいぶき    中 中の晩 中間型 中 中 強 強 強 強 強 弱
スズユタカ 中の晩* 中の晩* 中間型* 中* 中* 中* 強* 強* 強* 強* 弱
タチナガハ 中の晩* 中の晩* 中間型 易  高 強 強 強 弱 弱 弱


































































6.1mm 6.1mm～ 6.7mm～ 7.3mm～ 7.9mm～ 8.5mm
試験場所 播種期 品種名 未満 6.7mm 7.3mm 7.9mm 8.5mm 以上
(%) (%) (%) (%) (%) (%) (g)
ふくいぶき 0.0 1.4 15.8 77.0 5.8 0.0 29.5
スズユタカ 0.0 4.7 52.0 43.3 0.0 0.0 24.3
スズカリ 0.0 0.1 3.4 41.2 53.3 2.0 31.1
タチユタカ 0.0 6.6 51.8 41.3 0.3 0.0 24.8
ふくいぶき 0.5 0.1 11.6 64.0 23.6 0.2 30.0
スズユタカ 1.1 2.7 15.5 57.0 23.5 0.2 28.1
タチナガハ 0.4 0.1 0.7 4.7 44.4 49.7 36.7
ふくいぶき 1.0 0.8 7.2 61.6 28.6 0.8 31.0
スズユタカ 1.4 2.2 25.7 62.0 8.7 0.0 27.2

































































品種名 供試年次 栽培条件 粒長(mm) 粒幅(mm) 粒厚(mm) 幅／長さ 厚さ／幅 判定 既往の評価
1999 普通畑標準播 8.4 7.6 7.0 0.90 0.92 球
普通畑標準播 8.9 7.6 6.9 0.85 0.91 楕円体
転換畑標準播 7.6 7.2 6.2 0.94 0.87 球
普通畑標準播 8.0 7.5 6.8 0.94 0.91 球
転換畑標準播 8.2 7.7 6.8 0.94 0.89 球
1999 普通畑標準播 8.2 7.4 6.6 0.91 0.88 球
普通畑標準播 7.9 7.1 6.1 0.90 0.86 球
転換畑標準播 7.5 7.1 6.0 0.95 0.85 球
普通畑標準播 7.5 7.1 6.2 0.95 0.87 球
転換畑標準播 8.0 7.3 6.4 0.92 0.87 球
1999 普通畑標準播 8.4 7.7 6.9 0.91 0.90 球
普通畑標準播 8.5 7.2 6.0 0.85 0.83 扁楕円体
転換畑標準播 8.0 7.4 6.2 0.92 0.84 扁球
普通畑標準播 8.5 7.8 6.7 0.92 0.86 球
転換畑標準播 8.5 7.8 6.7 0.92 0.86 球
注． 　1.測定値は50粒の平均値。
       2.判定は「だいず特性審査要領」による。既往の評価の* 印は粒形の標準品種























ふくいぶき 75.0 中 －
スズユタカ 55.0 中 中*
エンレイ 11.0 難 難*
オクシロメ 77.0 中 易*
注．1. 供試材料：2001年　育成地産。
      2. 検定法：30℃13時間吸水後，30℃・湿度80％で8時間以上乾燥。
      3. 判定は，難:45％以下，中:46～84％，易:85～100％。
      4. 既往の評価の*は標準品種となっていることを示す。
品種名 裂皮粒率（％） 判定 既往の評価
表８　子実成分検定試験成績（育成地産）
品種名 普通畑 普通畑 転換畑 普通畑 普通畑 転換畑
標準播 晩播 標準播 標準播 晩播 標準播
ふくいぶき 43.1 42.1 43.4 21.3 21.2 20.6
スズユタカ 40.9 40.7 43.1 21.9 21.6 20.2
エンレイ 44.9 44.6 46.1 20.4 20.3 18.5
注．1.値は1997～1999年の平均値。




品種名 福島 会津 相馬 福島 会津 相馬
ふくいぶき 1997 42.1 42.2 39.3 20.4 20.1 21.5
1998 － 45.7 43.3 － 15.6 17.6
平均 － 44.0 41.3 － 17.9 19.6
スズユタカ 1997 42.4 43.5 40.1 19.7 19.0 20.9
1998 － 45.9 42.5 － 15.1 17.4







２．検定法：30℃ 13時間吸水後，30℃・湿度 80％で 8時間以上乾燥。






ふくいぶき 1999 295.4 ( 127 ) 336.1 ( 152 )
2000 474.1 ( 123 ) 420.9 ( 142 )
2001 359.8 ( 104 ) 637.6 ( 144 )
平均 376.4 ( 117 ) 464.9 ( 145 )
スズユタカ 1999 232.7 ( 100 ) 220.6 ( 100 )
（標準） 2000 384.2 ( 100 ) 296.3 ( 100 )
2001 346.6 ( 100 ) 442.7 ( 100 )
平均 321.2 ( 100 ) 319.9 ( 100 )
タチナガハ 1999 216.0 ( 93 ) 229.3 ( 104 )
（比較） 2000 421.6 ( 110 ) 236.6 ( 80 )
2001 301.4 ( 87 ) 445.7 ( 101 )
平均 313.0 ( 97 ) 303.8 ( 95 )
エンレイ 1999 192.7 ( 83 ) 226.2 ( 103 )
（比較） 2000 328.6 ( 86 ) 258.9 ( 87 )
2001 250.0 ( 72 ) 401.3 ( 91 )





       （ daidzin、malonyl-daizin、genistin、malonyl-genistin、daizein
        、genistein ) を高速液体クロマトグラフで測定。




タカ」と比べると育成地で 2 割から 5 割, 福島県で








ふくいぶき 2000 436 ( 150 ) 464 ( 203 ) 508 ( 164 )
2001 365 ( 153 ) 443 ( 184 ) 351 ( 168 )
平均 400.5 ( 151 ) 453.5 ( 193 ) 429.5 ( 166 )
スズユタカ 2000 290 ( 100 ) 229 ( 100 ) 310 ( 100 )
2001 239 ( 100 ) 241 ( 100 ) 209 ( 100 )
平均 264.5 ( 100 ) 235 ( 100 ) 259.5 ( 100 )
タチナガハ 2000 233 ( 80 ) 287 ( 125 ) 207 ( 67 )
2001 217 ( 91 ) 191 ( 79 ) 290 ( 139 )





吸水率 豆乳 豆乳中 豆腐の 色調
年度 品種名 抽出率 固形分 破断強度
（倍） （％） (%) (g/cm2) L* a* b*
2000年 ふくいぶき 2.28 74.5 10.8 71.6 85.83 -1.90 11.62
スズユタカ 2.36 72.2 10.8 70.9 85.66 -2.05 12.67
2001年 ふくいぶき 2.18 78.7 11.4 97.0 86.22 -1.68 11.01







   L*：明 100 ⇔ 0 暗　　a*：赤 + ⇔ - 緑　　b*：黄 + ⇔ - 青
















表 14 豆腐加工適性試験成績（南東北地方の豆腐製造業, Ｂ社）


























































































































78.4 － 1.2 11.3 96 90 78
育成地 スズユタカ 12.6 78.3 － 1.2 11.4 87 90 87
1999 育成地 ふくいぶき 24.4 79.1 － 1.1 10.9 90 93 74
育成地 スズユタカ 14.6 79.2 － 1.1 11.3 67 72 78
育成地 タチユタカ 312.8 78.9 － 1.3 12.1 82 64 46
福岡県産
（標準）
フクユタカ 62.8 79.6 － 1.4 11.6 94 99 81
2000 福島農試 ふくいぶき 8.0 78.5 － 1.0 10.5 67 66 47
福島農試 スズユタカ 15.0 79.5 － 1.2 11.5 49 63 41
注．1．豆乳抽出，豆腐作成の方法は，Ａ社の常法による。
2．凝固材の濃度は，GDL:0.25%, 硫酸Ca 0.4%, 塩化Mg 0.25%。
3．Ａ社の豆腐破断強度の評価基準は、GDLで 95g/ﬁ以上、硫酸Caで 95g/ﬁ以上、塩化Mgで 65g/ﬁ以上。
福岡県産
（標準）



















評価となったが, 育成地産では 3 栽培条件ともに良
好であった（表 16）。
以上から, 「ふきいぶき」は豆腐の製造し易さ,
表 15 豆腐加工適性試験成績（北東北地方の豆腐製造業, Ｃ社）





（％） (mg/100g) (mg/100g) (c.p.) (g/c┃ ) Ｌ ａ ｂ
福島農試 ふくいぶき 39.12 377.1 52.7 20.5 6.31 79.5 91.1 -2.7 11.9
福島農試 スズユタカ 39.01 162.7 30.9 20.0 6.27 85.7 91.9 -3.3 14.0
福岡県産
（標準）
フクユタカ 40.43 210.8 28.3 40.5 6.28 91.9 92.1 -3.6 14.2
育成地
（普通畑標準播）
ふくいぶき 39.00 293.9 43.0 － 6.20 103.8 91.6 -3.3 12.5
育成地
（普通畑晩播）
ふくいぶき 39.90 399.3 50.2 － 6.20 99.2 91.8 -3.4 13.7
育成地
（転換畑標準播）


























　　　品種名 ふくいぶき スズユタカ フクユタカ ふくいぶき ふくいぶき ふくいぶき
（１－５）
（悪－良） 3.00 3.14 3.57 3.00 3.00 3.00
（悪－良） 3.14 3.29 3.43 3.10 3.20 3.20
コク （無－有） 3.14 3.29 3.29 3.60 2.90 3.20
甘み （無－有） 3.71 3.71 3.43 3.20 3.00 3.10
青臭み （有－無） 2.86 2.86 3.00 2.90 3.00 2.90
渋み （有－無） 2.71 2.71 2.71 2.90 2.90 2.90
不快味 （有－無） 2.86 3.00 3.00 3.30 3.10 3.20
硬さ （軟－硬） 2.86 2.86 3.14 2.90 2.70 2.80
弾力 （無－有） 2.57 2.57 3.57 2.90 2.90 2.90
滑らかさ （ざらつく－滑らか） 2.71 2.71 3.36 3.10 3.10 3.10






















品  種  名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ふくいぶき Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ
スズユタカ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｓ
タチナガハ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ
エンレイ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ Ｓ
                      51%～;S。
ダイズモザイクウイルス病原系統
 注． 　1.試験年次：1994年。
         2.抵抗性判定：発病個体率 0～10%;R、11～20%;(R)、21～50%;(S)、
既往の
品種名 判定 判定 評価
ふくいぶき 0.0 0.0 極強 0.0 0.0 極強 －
十勝長葉 36.8 10.5 強 32.3 20.2 中 弱
ネマシラズ 33.3 9.7 強 65.7 43.0 中 中
デワムスメ 0.0 0.0 極強 0.0 0.0 極強 極強
 注． 　1.試験年次：1994年（刈系523号の成績）。
        2.判定：山形県立農業試験場ダイズウイルス病特性検定試験調査法による。
        　　　　発病度 0：極強、0.1～20：強、20.1～50：中、50.1～80：弱、80.1～：極弱。
        3.既往の評価は「だいず特性審査基準」による。
生育中における発病 褐  斑  粒（300粒調査）


























表 17 浸漬・蒸煮大豆の特性（2000 年　育成地産）
L* a* b*
ふくいぶき 6.8 2.41 0.52 2.18 27.0 4.1 0 135.5 59.33 3.10 27.29
スズユタカ 7.0 2.51 0.58 2.34 1.0 0.0 0 108.6 59.10 1.93 29.20
タチユタカ 7.6 2.51 0.55 2.33 8.9 2.2 0 114.0 59.08 0.64 26.45
トヨムスメ 5.6 2.48 0.74 2.27 29.1 2.3 0 147.8 59.13 1.70 22.72
注．　 　1.20℃16時間浸漬後、オートクレーブ(121℃10分)で蒸煮。直ちに品温を20℃に調整。
　　　　  2.吸水倍率、溶出固形物率、蒸煮倍率は、いずれも乾物当りの数値。







色     調品種名 種皮率(%)








品   種   名 発病率(%) 判定 褐斑粒率(%) 発生度 判定 評価
ふくいぶき 0.0 最強 2.3 1.1 強 －
エンレイ 71.7 弱 23.0 13.2 強 中
アヤヒカリ 0.0 最強 0.0 0.0 最強 強
タチナガハ 48.3 中 2.7 0.9 強 中
  注．　1. 試験年次：1994年（刈系523号の成績）。
        2. 判定法は長野県中信農業試験場大豆ウイルス病抵抗性検定試験の調査法による。
        　　 発生度は各区から無作為抽出した300粒の各子実の褐斑粒の発生程度を
       　    無：0～甚：4とし、下式で算出した。
　　　　　　　発生度＝｛Σ（発生程度×該当粒数）／(4×300)｝×100
           判定は発生度　0：最強、0～20：強、21～50：中、51～80：弱、81～：極弱。
　    　3. 既往の評価は「だいず特性審査基準」による。















判定は発生度　0：最強,  0 ～ 20：強,  21 ～ 50：中,  51 ～ 80：弱,  81 ～：極弱。
３．既往の評価は「だいず特性審査基準」による。
注．１．試 1994年。


















判 品  種  名 年次 7月下旬 8月中旬 7月下旬 8月中旬 定
ふくいぶき 1994 0 1 19 14
1999 5 9 - -
キタムスメ(標準) 1994 46 31 43 26
1999 60 64 33 23
トヨムスメ(標準) 1994 3 6 30 20
1999 1 13 32 19
Ｐｅｋｉｎｇ(標準) 1994 0 0 0 0
1999 0 0 0 2
注．　1.刈系523号（1994年）の成績。
　　　　階級値は 0;無，1；少，2；中，3；多，4；甚とした。






     　ｼｽﾄ寄生指数＝
   Σ（階級値×該当個体数）×100
            4×全調査個体数
　　　2.抵抗性判定は、当該系統のシスト寄生指数を標準および比較品種の指数と比較して行った。
品 種 名 年次
ふくいぶき 1994 9.5 1.0 5.6
1999 6.5 － 9.5
スズユタカ 1994 11.9 3.6 16.2
1999 11.4 － 8.8
エンレイ 1994 － － －
1999 15.0 － 8.8
シロセンナリ 1994 6.9 5.0 9.3
1999 － － －
注．　 1. 1994年は刈系523号の成績。
       2. 発病促進処理区は、晩播で罹病種子の散布と散水処理を実施。
       3. 判定は年次ごとに指標品種の発病粒率を考慮して分級した。
発病粒率（％）
判定



































































































































品  種  名 年次 40℃-6hr 50℃-3hr 60℃-3hr 判定
ふくいぶき 1999 19.5 7.0 11.0 73.0
2000 20.3 7.0 15.0 68.0
スズユタカ 1999 23.0 11.0 16.0 92.0
2000 18.0 3.0 6.0 52.0
タチユタカ 1999 24.1 0.0 0.0 0.0
2000 20.1 0.0 1.0 1.0
タチナガハ 1999 34.5 16.0 8.0 56.0








発病株率 平均発病度 同一株内 判定
品   種   名 年次 (%) Harosoy対比
ふくいぶき 1994 100.0 1.42 0.518 強
1999 99.0 1.73 0.616 やや強
ナンブシロメ 1994 97.8 1.97 0.733 中
1999 100.0 1.94 0.775 弱
スズカリ 1994 100.0 1.51 0.603 強
1999 100.0 2.23 0.921 弱
　注． 1. 1994年は刈系523号の成績。
       2. １株に供試品種・系統と Harosoy を混植し、 Harosoy が罹病した株だけを調査
          対象とした。
       3. 平均発病度は、無：0～甚：5とする階級値を個体毎に与え、下式によって算出した。
　　　   　    平均発病度＝｛Σ（階級値×該当株数）／（全調査株数×5）｝×100
       4. 混植したHarosoyの発病度との比率を算出し、同一株内 Harosoy対比とした。
       5. 同一株内 Harosoy対比を重点に、平均発病度及び発病株率を勘案して判定した。
株間 主茎長 分枝数 最下着莢 子実重
子実重
標準対比 地上部重 百粒重 倒伏
品種名 （cm） (cm) （本） 節位高(cm) (kg/a) (%) (kg/a) （g） 程度
ふくいぶき 8 66.1 3.3 17.3 32.6 129 60.9 32.4 無
12 57.2 4.1 11.4 29.2 116 51.0 31.5 無
16 53.1 5.6 11.1 27.4 109 47.7 31.5 無
タチユタカ 8 73.5 1.1 23.8 28.5 113 58.4 29.5 無
12 59.8 1.8 16.5 25.7 102 47.0 28.9 無
16 61.9 2.9 17.2 25.2 100 47.3 28.5 無
スズカリ 8 72.2 3.8 15.9 28.7 114 56.4 33.7 無
12 63.6 4.1 12.9 28.3 112 49.2 33.1 無
16 61.5 5.6 11.5 27.1 108 50.3 33.1 無
リュウホウ 8 68.0 2.3 19.2 30.8 122 57.8 34.5 少
12 63.2 3.2 18.2 28.7 114 51.0 34.0 無



























表 25 機械化適性に関与する特性 － 最下着莢節位高及び温風乾燥処理による裂莢率（育成地）
表 26 栽植密度試験成績（育成地）
注．１ 1994年は刈系523号の成績。
２． に供試品種・系統と Harosoy を混植し,  Harosoy が罹病した株だけを調査対象とした。



































供 全 対 品
試 蔓 倒 ウ 立 標 紫 褐 裂
年 イ 準
品種名 次 ル 重 比
（月日） (cm) (節) (本/株) 化 伏 ス 枯 (kg/a) (%) (g) 斑 斑 皮 質
ふくいぶき 1996～2001 7.28 10.16 62 14.6 6.1 無 微 無 無 56.1 30.3 107 29.7 中 無 微 中上
スズユタカ 1996～2001 8.02 10.17 75 16.5 5.6 無 少 無 無 55.8 28.2 100 25.2 中 無 微 中中
ふくいぶき 1996～1999,2001 8.11 10.24 51 12.3 3.7 無 微 無 無 45.3 24.6 114 26.4 少 無 無 中上
スズユタカ 1996～1999,2001 8.14 10.22 59 13.1 3.4 無 微 無 微 41.5 21.5 100 23.6 少 無 微 中上
ふくいぶき 1996～2001 7.29 10.22 69 14.7 6.6 無 少 無 無 68.1 37.0 106 27.9 微 無 無 中上

































試験を実施した（表 27, 表 28）。
普通畑標準播種では「ふくいぶき」は「スズユタ
カ」と比べ, 開花期は５日, 成熟期は 1日早かった。
「スズユタカ」より主茎長は 13 ㎝短く, 主茎節数は
約 2 節少なく, 分枝数はわずかに多い。蔓化はみら
れず倒伏程度は「スズユタカ」より少ない。全重は






主茎長は８ cm 短く, 主茎節数はやや少なく, 分枝
数, 倒伏程度は同程度である。「スズユタカ」より
全重は重く, 子実収量は 14 ％多収である。百粒重




「スズユタカ」と比べ, 主茎長は 14 ㎝短く, 主茎節



















試 播 施 肥 量 (kg/a) 栽植密度 １ 区 前
験 窒 燐 加 熔 石 堆 畦 株 一 区
条 種 株 面
件 本 積
期 素 酸 里 燐 灰 肥 幅 間 数 制 作
(月日) (cm) (本) (m2)
普通畑標準播 5.24～5.29 0.21 0.17 0.6 6.0 6.5 200 75 16 2 10.5 3 えん麦
普通畑晩播 6.22～7.02 0.21 0.17 0.6 6.0 6.5 200 75 16 2 7.9 3 えん麦















場の標播で 18 ％, 晩播で 12 ％多収, 会津支場の標




















試 全 対 品
験 蔓 倒 ウ 立* 標 紫 褐 裂
条 イ 準
品種名 件 ル 重 比
（月日） (cm) (節) (本/株) 化 伏 ス 枯 (kg/a) (%) (g) 斑 斑 皮 質
福島 ふくいぶき 7.27 10.15 61 14.7 4.9 無 微 無 無 75.5 33.0 118 30.5 微 無 微 上中
農試本場 スズユタカ 1996～2001 7.29 10.11 70 16.4 5.0 無 少 無 無 72.4 27.9 100 27.0 微 無 少 上中
タチナガハ 7.26 10.16 67 15.5 4.4 無 無 無 無 68.6 24.4 87 35.9 微 無 微 上下
ふくいぶき 8.11 10.20 63 12.7 3.2 無 微 無 無 61.9 27.4 112 28.1 微 無 微 上中
スズユタカ 1997～2001 8.13 10.16 69 13.6 3.1 無 少 無 無 60.0 24.4 100 24.9 微 無 微 上中
タチナガハ 8.12 10.21 74 13.8 2.8 無 微 無 無 58.2 22.4 92 31.9 微 無 無 上下
福島 ふくいぶき 7.23 10.15 78 15.8 5.7 無 微 無 無 81.4 38.6 114 27.8 少 無 微 上中
会津支場 スズユタカ 1997～2001 7.24 10.10 81 17.0 6.0 無 少 無 無 72.0 33.9 100 26.7 少 無 少 上下
タチナガハ 7.23 10.24 87 17.2 5.1 無 微 無 微 79.7 35.3 104 35.8 微 無 微 上下
ふくいぶき 8.04 10.25 77 13.8 2.2 無 少 無 無 73.0 34.0 120 30.4 少 無 微 上中
スズユタカ 1998～2000 8.06 10.20 79 14.5 2.8 無 少 無 微 61.5 28.3 100 27.3 少 無 少 上中
タチナガハ 8.05 10.26 90 15.0 2.3 無 少 無 微 63.3 29.1 103 35.6 微 微 微 上中
福島 ふくいぶき 7.27 10.09 62 14.2 4.4 無 微 無 無 56.2 27.7 98 23.9 微 無 微 上中
相馬支場 スズユタカ 1997～2001 7.29 10.08 71 15.6 4.8 微 少 無 無 60.3 28.4 100 22.4 無 無 微 上中
タチナガハ 7.28 10.13 71 16.2 3.5 微 無 無 無 49.5 22.0 77 29.9 無 無 微 上中
ふくいぶき 8.08 10.14 64 12.3 2.1 微 少 無 無 54.2 25.7 107 24.6 微 無 無 上下
スズユタカ 1998～2001 8.10 10.12 71 13.2 2.0 微 中 微 無 49.7 24.0 100 21.8 微 無 微 上下




















































試  開2) 全 対 品
験 標 紫 褐 裂
条 準
品種名 件 期 倒 重 比
（月日） (cm) 伏 (kg/a) (%) (g) 斑 斑 皮 質
現地 ふくいぶき 8.06 10.08 53 無 49.4 14.3 121 25.5 少 無 無 上中
石川町 スズユタカ 8.08 10.08 58 微 45.7 11.8 100 24.7 少 無 微 上下
タチナガハ 8.06 10.14 61 無 49.2 11.9 101 30.9 微 無 無 上下
現地 ふくいぶき 8.02 10.21 59 無 69.7 35.5 113 29.6 少 無 微 上中
喜多方市 スズユタカ 8.01 10.14 65 微 62.9 31.3 100 26.6 微 無 少 上下





















































































奨励品種決定調査等に, 1996 年～ 2001 年の 6 か




年 播種 畦 株 一株 区
次 窒 燐 加 堆 石 その他 期 幅 間 本数 制 前作物2) 特記事項
素 酸 里 肥 灰 (月日) (本)
福島農試本場 標播 1996～2001 基0.2　   　追
0.6
0.8 0.8 150 0か8 熔燐0か4 5.24～6.21 70 20 2 2か3 ソルガム、ソバ、ダイ
ズ、ムギ後休閑
普通畑
晩播 1997～2001 基0.4追0.6 1.6 1.6 150 0か8 熔燐0か4 6.22～7.07 70 10 2 3
ソルガム,ダイズ、ムギ
後休閑 普通畑
会津支場 標播 1997～2001 基0.2
追0.6





1.2 1.2 150 8 熔燐4 6.20～6.24 70 10 2 3 ムギ収穫後休閑 普通畑
相馬支場 標播 1997～2001 0.15 0.6 0.6 150 8 5.23～5.28 70 20 2 3 ダイズ 普通畑
晩播 1998～2001 0.3 1.2 1.2 150 8 6.23～6.27 70 10 2 3 ダイズ 普通畑
現地・石川町 晩播 1998～2001 0.2 0.8 0.8 0か5 熔燐0か4 6.04～6.30 70 20 2 2 ソルガム、ニラ 普通畑
現地・喜多方市 晩播 1998～2001 基0.2　　　一
部追0.6














































(%) (日) (%) (日) (%) (日) (%) (日) (%) (日) (%) (日)
青森 農試 110 +8 ◇ 113 +4 ◇ オクシロメ
岩手 農研 96 +10 ◇ 90 +4 △ スズカリ
県北 89 +5 △ スズカリ
宮城 農セ標播 132 0 ◇ 128 0 ◇ 136 +3 ◇ タンレイ
　晩播 81 +3 143 +3 ◇ 122 +4 ◇ タンレイ
秋田 農試 117 0 ◇ 98 +1 △ タチユタカ
山形 農試 101 -4 ◇ 79 0 ◇ 79 -1 △ 97 0 ◇ スズユタカ
庄内 105 0 ◇ 130 -2 ◇ 106 -15 ○ 103 -5 ○ スズユタカ
中山間 95 +1 ◇ 100 +2 ◇ 100 +2 △ 103 -1 ○ スズユタカ
富山 農技 100 +1 × エンレイ
石川 農総研 296 － △ 103 +13 × エンレイ
福井 農試 91 +7 ◇ 117 +9 ◇ 122 +5 △ エンレイ
茨城 農総研 98 -18 △ 141 +7 △ タチナガハ
水田 133 -5 × タチナガハ
栃木 農試 106 +2 ◇ 81 -4 × タチナガハ
黒磯 84 +5 × タチナガハ
埼玉 農試 125 +10 ◇ 103 +11 △ エンレイ
山梨 高冷地 105 +8 ◇ エンレイ
長野 中信 123 +4 ◇ 105 +6 △ エンレイ
岐阜 農総研 120 -11 × アキシロメ
中山間 140 -4 △ アキシロメ
滋賀 農試 115 -1 × オオツル
湖北 105 +2 × オオツル
京都 農総研 142 +5 ◇ 191 -4 ◇ 123 +2 ◇ 145 +6 ◇ エンレイ
兵庫 北部 87 +3 × オオツル
鳥取 農試 97 -18 △ タマホマレ
島根 農試 70 -10 △ 97 -1 ◇ 93 -18 △ タマホマレ
岡山 北部 91 -23 × トヨシロメ
香川 農試 93 -10 △ アキシロメ



























































































































島田信二（Ｆ 11 ～Ｆ 14）, 高田吉丈（Ｆ８～Ｆ 14）,
境哲文（Ｆ 11 ～Ｆ 14）, 河野雄飛（Ｆ 13 ～Ｆ 14）, 島
田尚典（Ｆ 10 ～Ｆ 13）, 高橋浩司（Ｆ３～Ｆ 12）, 足
立大山（Ｆ９～Ｆ 11）, 田渕公清（Ｆ９～Ｆ 11）, 菊池










































備考：平成 13 年５月 24 日播種　畦幅 75 ㎝, 株間 16 ㎝, １株２本立
▲左：ふくいぶき, 右：スズユタカ
ë左：ふくいぶき, 右：スズユタカ
（バーは 10 ㎜）
